
後
期
基
本
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

後
期
基
本
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

第
４
次

総
合
計
画

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

基本構想［７年間］

後期基本計画［３年間］前期基本計画［４年間］

実施計画［３年間］

総
合
計
画
と
は

　

総
合
計
画
は
、
ま
ち
づ
く
り
の

最
も
基
本
と
な
る
最
上
位
の
計
画

に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
計

画
で
は
、
町
が
目
指
す
７
年
後
の

将
来
像
を
掲
げ
、
長
期
的
な
ま
ち

づ
く
り
の
方
向
性
を
明
ら
か
に

し
、
本
計
画
に
基
づ
い
て
ま
ち
づ

く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例

で
は
、
総
合
計
画
を
策
定
す
る
際

に
は
多
く
の
町
民
が
参
加
し
、
意

見
を
出
し
合
い
な
が
ら
作
り
上
げ

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
総
合
計
画
は
、
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
し
て
、
町

民
み
ん
な
で
作
る
計
画
で
す
。

　

町
で
は
、令
和
元
年
度
を
初
年
度
と
し
た「
西
会
津
町
総
合
計
画（
第

４
次
）」
に
基
づ
い
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
中
の
前

期
基
本
計
画
が
令
和
４
年
度
を
も
っ
て
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、
町
民

の
皆
さ
ん
25
人
に
よ
る
「
総
合
計
画
検
討
会
議
」
を
昨
年
６
月
に
設

置
し
、
後
期
基
本
計
画
の
検
討
・
策
定
作
業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
月
号
で
は
、
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
後
期
基
本
計
画
の
策
定

ま
で
の
経
過
や
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

総
合
計
画
の
構
成
と
期
間

　

本
計
画
は
「
基
本
構
想
」「
基

本
計
画
」「
実
施
計
画
」
の
３
段

階
で
構
成
し
て
い
ま
す
（
期
間
は

下
図
参
照
）。

【
基
本
構
想
】

　

町
の
将
来
像
と
そ
の
実
現
の
た

め
の
基
本
的
な
方
向
性
と
し
て
ま

ち
づ
く
り
が
目
指
す
も
の
を
示
し

た
も
の

【
基
本
計
画
】

　

基
本
構
想
に
基
づ
き
、
町
の
将

来
像
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
各

分
野
で
実
施
し
て
い
く
取
り
組
み

を
よ
り
具
体
的
に
定
め
た
計
画
。

数
字
に
よ
る
目
標
を
設
定
し
、
前

期
計
画
と
後
期
計
画
で
構
成

【
実
施
計
画
】

　

基
本
計
画
に
掲
げ
ら
れ
た
取
り

組
み
に
つ
い
て
、
個
々
の
事
業
を

具
体
化
す
る
た
め
の
計
画
。
実
施

年
度
や
事
業
内
容
、
事
業
費
な
ど

を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
、
毎
年

度
見
直
し
を
実
施

「
笑
顔
つ
な
が
り　

夢
ふ
く
ら
む
ま
ち　

〜
ず
ー
っ
と
、西
会
津
〜
」の
実
現
を
目
指
す

後
期
基
本
計
画
づ
く
り
と
策
定
の
経
過

策
定
の
経
過

令
和
４
年
５
月

◎
25
人
の
町
職
員
で
組
織
す
る

「
総
合
計
画
策
定
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
」
を
設
置

６
月

◎
25
人
の
町
民
で
組
織
す
る
「
総

合
計
画
検
討
会
議
」
を
設
置
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
と
連
携

し
な
が
ら
検
討
作
業
を
開
始

◎
第
１
回
検
討
会
議

７
月

◎
第
２
回
検
討
会
議

８
月

◎
第
３
回
検
討
会
議

９
月

◎
第
４
回
検
討
会
議

10
月

◎
意
見
公
募
の
開
始
（
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
デ
シ
デ
ィ
ム
※
な
ど

で
意
見
を
募
集
）

◎
町
民
懇
談
会
﹇
奥
川
み
ら
い
交

流
館
﹈

◎
町
民
懇
談
会
﹇
新
郷
連
絡
所
﹈

11
月

◎
町
民
懇
談
会﹇
保
健
セ
ン
タ
ー
﹈

◎
町
民
懇
談
会
﹇
町
役
場
﹈

◎
第
５
回
検
討
会
議
（
後
期
基
本

計
画
素
案
の
見
直
し
）

◎
町
総
合
政
策
審
議
会
で
原
案
を

審
議
・
答
申

12
月

◎
町
議
会
定
例
会
で
議
決

町民懇談会（奥川みらい交流館）

※
デ
シ
デ
ィ
ム

　

オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
、
町
の

施
策
な
ど
の
テ
ー
マ
に
つ
い

て
意
見
を
募
集
し
、
そ
れ
に

対
す
る
書
き
込
み
や
議
論
な

ど
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
。
ま

た
、
投
稿
者
同
士
が
意
見
を

交
わ
す
こ
と
も
で
き
る
。

前期基本計画の評価・検証
後期基本計画の検討・策定

第４次総合計画の期間

計
画
づ
く
り
の
概
要

　

後
期
基
本
計
画
の
策
定
に
あ

た
っ
て
は
、
第
４
次
総
合
計
画
に

掲
げ
る
町
の
将
来
像
「
笑
顔
つ
な

が
り　

夢
ふ
く
ら
む
ま
ち　

〜

ず
ー
っ
と
、
西
会
津
〜
」
と
４
つ

の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
に
基
づ

い
て
策
定
を
進
め
た
ほ
か
、「
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
」
の
考
え
方
も
新
た
に
取

り
入
れ
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
町
民
参
加
に
よ
る
検

討
組
織
で
あ
る
「
総
合
計
画
検
討

会
議
」
を
立
ち
上
げ
、
町
職
員
で

構
成
す
る
「
総
合
計
画
策
定
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
と
連
携
し
な

が
ら
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
の
協
働

に
よ
り
計
画
素
案
の
作
成
作
業
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

６
月
か
ら
11
月
ま
で
全
５
回
に

わ
た
る
会
議
で
は
、
前
期
基
本
計

画
と
そ
の
取
り
組
み
の
評
価
・
検

証
と
後
期
基
本
計
画
の
検
討
・
策

定
作
業
の
ほ
か
、「
フ
ィ
ッ
シ
ュ

ボ
ウ
ル
」
形
式
で
の
ユ
ニ
ー
ク
な

意
見
交
換
会
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

を
行
い
ま
し
た
。
委
員
の
皆
さ
ん

は
、
町
に
対
す
る
お
互
い
の
意
見

を
共
有
し
な
が
ら
町
へ
の
理
解
を

深
め
、
計
画
素
案
の
作
成
に
反
映

し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
素
案
に
つ
い
て
は
、

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
の
考
え
方

に
基
づ
き
「
町
民
懇
談
会
」
の
開

催
や
、「
意
見
公
募
」
の
実
施
に

よ
り
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
広
く

意
見
を
募
っ
て
見
直
し
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
後
、
町
総
合
政
策
審

議
会
と
町
議
会
に
お
い
て
審
議
・

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

計画の検討体制

　　総合計画検討会議

　　  総合計画策定
　  プロジェクトチーム

町民

町職員

連携 ･協力連携 ･協力

『フィッシュボウル形式』

　二重で円陣を組み、内側の人は対

話、外側の人はその様子を観察す

る。発言者に応じて席を移動した

り、内と外を入れ替えたりなどして

参加者同士の関係性を高めながら、

１つのテーマに対して参加者全員で

意見を共有する対話方法。
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ⅠⅡ

ⅢⅣ

ⅤⅤⅤⅤⅥ

ⅦⅧ

ⅨⅩ

　

保
小
中
連
携
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ

　

保
小
中
連
携
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
を
作
成
・
実
践
し
、
子
ど
も
た

ム
を
作
成
・
実
践
し
、
子
ど
も
た

ち
を
健
や
か
に
育
む
た
め
の
幼
児

ち
を
健
や
か
に
育
む
た
め
の
幼
児

教
育
を
、
保
護
者
・
地
域
・
こ
ど

教
育
を
、
保
護
者
・
地
域
・
こ
ど

も
園
・
学
校
が
連
携
を
図
り
推
進

も
園
・
学
校
が
連
携
を
図
り
推
進

し
ま
す
。

し
ま
す
。

　
「
産
業
（
企
業
）」「
官
公
庁
（
国
・

　
「
産
業
（
企
業
）」「
官
公
庁
（
国
・

地
方
公
共
団
体
）」「
学
校
（
大
学
・

地
方
公
共
団
体
）」「
学
校
（
大
学
・

研
究
機
構
）」「
民
間
（
地
域
住

研
究
機
構
）」「
民
間
（
地
域
住

民
）」
が
連
携
し
、
人
・
物
・
文
化
・

民
）」
が
連
携
し
、
人
・
物
・
文
化
・

自
然
な
ど
を
生
か
し
た
教
育
を
引

自
然
な
ど
を
生
か
し
た
教
育
を
引

き
続
き
進
め
ま
す
。

き
続
き
進
め
ま
す
。

　

町
農
林
業
の
３
本
柱
で
あ
る

　

町
農
林
業
の
３
本
柱
で
あ
る

「
ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
」「
米
」「
菌
床

「
ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
」「
米
」「
菌
床

キ
ノ
コ
」
の
生
産
体
制
の
維
持
・

キ
ノ
コ
」
の
生
産
体
制
の
維
持
・

発
展
に
向
け
、
新
規
就
農
や
営
農

発
展
に
向
け
、
新
規
就
農
や
営
農

継
続
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
支
援

継
続
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
支
援

を
行
い
、
担
い
手
の
確
保
と
育
成

を
行
い
、
担
い
手
の
確
保
と
育
成

を
進
め
ま
す
。

を
進
め
ま
す
。

　
「
自
分
の
農
地
は
自
分
で
守

　
「
自
分
の
農
地
は
自
分
で
守

る
」
を
基
本
と
し
て
、
住
民
主
体

る
」
を
基
本
と
し
て
、
住
民
主
体

の
取
り
組
み
を
支
援
す
る
と
と
も

の
取
り
組
み
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
行
政
・
地
域
・
関
係
団
体
が

に
、
行
政
・
地
域
・
関
係
団
体
が

一
体
と
な
っ
た
、
複
合
的
な
有
害

一
体
と
な
っ
た
、
複
合
的
な
有
害

鳥
獣
対
策
を
強
力
に
進
め
ま
す
。

鳥
獣
対
策
を
強
力
に
進
め
ま
す
。

　
「
日
本
の
田
舎
、
西
会
津
町
。」

　
「
日
本
の
田
舎
、
西
会
津
町
。」

の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
強
化
し
、
さ
ら

の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
強
化
し
、
さ
ら

な
る
町
の
魅
力
発
信
に
取
り
組
む

な
る
町
の
魅
力
発
信
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
町
の
認
知
度
ア
ッ

と
と
も
に
、
町
の
認
知
度
ア
ッ

プ
、
地
場
産
品
の
競
争
力
向
上
な

プ
、
地
場
産
品
の
競
争
力
向
上
な

ど
幅
広
い
分

ど
幅
広
い
分

野
へ
の
波
及

野
へ
の
波
及

効
果
を
目
指

効
果
を
目
指

し
ま
す
。

し
ま
す
。

　

移
住
定
住
の
基
盤
と
な
る
住
ま

　

移
住
定
住
の
基
盤
と
な
る
住
ま

い
の
確
保
の
ほ
か
、
リ
モ
ー
ト

い
の
確
保
の
ほ
か
、
リ
モ
ー
ト

ワ
ー
ク
や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
複

ワ
ー
ク
や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
複

業
な
ど
新
た
な
働
き
方
の
ニ
ー
ズ

業
な
ど
新
た
な
働
き
方
の
ニ
ー
ズ

に
対
応
で
き
る
環
境
整
備
を
進
め

に
対
応
で
き
る
環
境
整
備
を
進
め

ま
す
。

ま
す
。

　

健
康
寿
命
の
さ
ら
な
る
延
伸
に

　

健
康
寿
命
の
さ
ら
な
る
延
伸
に

よ
り
、
町
民
一
人
一
人
の
幸
せ
な

よ
り
、
町
民
一
人
一
人
の
幸
せ
な

暮
ら
し
を
実
現
す
る
た
め
、
町
健

暮
ら
し
を
実
現
す
る
た
め
、
町
健

康
増
進
計
画
（
第
２
期
）
に
基
づ

康
増
進
計
画
（
第
２
期
）
に
基
づ

き
、「
か
ら
だ
」「
こ
こ
ろ
」「
つ

き
、「
か
ら
だ
」「
こ
こ
ろ
」「
つ

な
が
り
」
に
よ
る
「
さ
す
け
ね
ぇ

な
が
り
」
に
よ
る
「
さ
す
け
ね
ぇ

わ
（
輪
）」
の
健
康
づ
く
り
を
進

わ
（
輪
）」
の
健
康
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。

め
ま
す
。

　

地
域
の
サ
ロ
ン
活
動
や
趣
味
活

　

地
域
の
サ
ロ
ン
活
動
や
趣
味
活

動
の
支
援
、
世
代
間
交
流
、
就
労

動
の
支
援
、
世
代
間
交
流
、
就
労

の
場
の
確
保
を
図
り
、
高
齢
者
が

の
場
の
確
保
を
図
り
、
高
齢
者
が

生
き
が
い
を
持
っ
て
「
い
き
い
き

生
き
が
い
を
持
っ
て
「
い
き
い
き

暮
ら
せ
る
」
ま
ち
づ
く
り
を
関
係

暮
ら
せ
る
」
ま
ち
づ
く
り
を
関
係

機
関
と
連
携
し
進
め
ま
す
。

機
関
と
連
携
し
進
め
ま
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
戦
略
的
に
活

　

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
戦
略
的
に
活

用
し
、
地
域
課
題
の
解
決
や
行
政

用
し
、
地
域
課
題
の
解
決
や
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
移
住
定
住
の

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
移
住
定
住
の

促
進
な
ど
を
図
る
た
め
、
産
業
、

促
進
な
ど
を
図
る
た
め
、
産
業
、

暮
ら
し
、
行
政
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分

暮
ら
し
、
行
政
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分

野
で
デ
ジ
タ
ル
変
革
（
デ
ジ
タ

野
で
デ
ジ
タ
ル
変
革
（
デ
ジ
タ

ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
）
を
推
進
し
ま
す
。

ン
）
を
推
進
し
ま
す
。

　

公
共
施
設
の
集
約
や
歩
い
て
暮

　

公
共
施
設
の
集
約
や
歩
い
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
、
商
店
街
の

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
、
商
店
街
の

活
性
化
、
観
光
誘
客
な
ど
総
合
的

活
性
化
、
観
光
誘
客
な
ど
総
合
的

な
視
点
か
ら
、
野
沢
ま
ち
な
か
の

な
視
点
か
ら
、
野
沢
ま
ち
な
か
の

将
来
像
の
検
討
を
行
い
、
特
に
旧

将
来
像
の
検
討
を
行
い
、
特
に
旧

町
役
場
庁
舎
跡
地
な
ど
区
域
内
の

町
役
場
庁
舎
跡
地
な
ど
区
域
内
の

資
産
の
再
生
・
利
活
用
の
検
討
と

資
産
の
再
生
・
利
活
用
の
検
討
と

官
民
連
携
に
よ
る
持
続
可
能
な
運

官
民
連
携
に
よ
る
持
続
可
能
な
運

営
体
制
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

営
体
制
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

後
期
基
本
計
画
で
重
点
的
に
取
り
組
む
10
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ⅹテ

ン

（10）

幼
児
教
育
の
推
進

産
官
学
民
連
携
教
育
の
推
進

担
い
手
の
確
保
と
育
成

有
害
鳥
獣
対
策
の
推
進

「
日
本
の
田
舎
、西
会
津
町
。」

ブ
ラ
ン
ド
力
強
化

移
住
定
住
環
境
の
整
備

健
康
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

の
推
進

高
齢
者
の
生
き
が
い
対
策

デ
ジ
タ
ル
変
革
の
促
進

野
沢
ま
ち
な
か
の
再
生

後期基本計画で取り入れる新たな視点

S
エスディージーズ

DGsと施策の体系
　ＳＤＧｓとは、世界が抱える課題を解

決し、持続可能な社会をつくるため、平

成 27 年（2015）の国連サミットで定め

られた『誰一人取り残さない、多様性と
包摂性のある持続可能な社会の実現』を
目指す国際目標のことです。17 の目標

と 169 のターゲットで構成され、2030

年を達成年限としています。持続可能な

社会の実現を目指すＳＤＧｓの理念は、

将来にわたって持続可能なまちであり続

けることを目指し、多様な主体との連

携・協力により取り組みを進める本町に

当てはまるものです。

　今回の後期基本計画では、各分野の取

り組みが、どのＳＤＧｓに寄与するかを

明らかにして、持続可能なまちづくりを

進めていきます。

笑
顔
つ
な
が
り  
夢
ふ
く
ら
む
ま
ち  

〜
ず
ー
っ
と
、
西
会
津
〜

健やかな人をともに育む
まちづくり

温故創新 地産地笑の
まちづくり

いきいき健康 こころつながる
まちづくり

誰もがここちよく暮らせる
まちづくり

計画の推進に向けて

子育て支援、教育環境、
生涯学習、スポーツ、
歴史・文化・芸術

農林業、商工業、観光・
交流、移住・定住

健康づくり、医療、高
齢者福祉、社会福祉、
コミュニティ

雪対策、交通体系・道
路網、情報通信、消防
防災・安全対策、自然・
環境保全、上・水道

協働のまちづくり、行
財政運営、新たなまち
づくり

 将来像  まちづくりの方向性  まちづくりの分野  ＳＤＧｓ 

後期基本計画の施策の体系
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町の将来像に向けてみんなで取り組むこと

まちづくりの方向性と取り組み

健やかな人をともに育むまちづくり

温故創新 地産地笑のまちづくり

いきいき健康 こころつながるまちづくり

誰もがここちよく暮らせるまちづくり

計画の推進に向けて

・相互に声を掛け合える環境づくりに心掛けます
・「子どもの居場所」をつくり、子どもたちの成長を見守ります
・自ら進んで学習し、自分に合った運動などに無理せず取り組みます
・地域に伝わる伝統文化や民俗芸能の継承活動に協力します

・高品質で消費者が求める農林産物の生産に努めます
・地域産業の担い手となる若者を応援します
・自分の地域にある資源を知り、誇りを持ち、次世代につなげます
・移住者を地域全体で快く受け入れ、共に助け合いながら生活します

・防災マップを活用して危険箇所の把握や点検に努めます
・ＩＣＴを便利なツールとして活用します
・交通安全ルールを守り、家庭での防犯・安全教育を進めます
・電気や燃料などの節減に努め、限りある資源である水を大切に使用します

・ 自分に合った「からだ」「こころ」「つながり」による「さすけねぇわ（輪）」
の健康づくりを実践し、まわりに広めます

・町の介護予防教室に参加するなど、自らの介護予防に努めます
・男女問わず育児に参加します

・ 自分たちの地域のことを自分事として捉え、できるこ
とから積極的に行動します

・ 決められた税や各種使用料などは、納入期限を守り納
入します

・ 住みよく、豊かに暮らせるまちづくりに向けて、一人
一人ができる範囲でまちづくりに参加します

【まちづくりの分野】

健康づくり

医療

高齢者福祉

社会福祉

コミュニティ

【まちづくりの分野】

子育て支援

教育環境

生涯学習

スポーツ

歴史・文化・芸術

【まちづくりの分野】

農林業

商工業

観光・交流

移住・定住

【まちづくりの分野】

雪対策

交通体系・道路網

情報通信

消防防災・安全対策

自然・環境保全

上・下水道

【まちづくりの分野】

協働のまちづくり

行財政運営

新たなまちづくり

みんなで取り組むこと

みんなで取り組むこと

みんなで取り組むこと

みんなで取り組むこと

　第４次総合計画では、町の将来像の実現に向けたまちづくりの方向性を定めています。

それぞれの分野での具体的な取り組みごとに、数値目標や町民の皆さんにも取り組んでい

ただきたいことを設定しています。今回はその一部を紹介しますが、詳しくは３月末頃に

全戸配布される後期基本計画の冊子を確認ください。

◎幼児教育の推進◎幼児教育の推進

◎各種子育て支援◎各種子育て支援

◎学校教育の充実◎学校教育の充実

◎学校・家庭・地域の連携◎学校・家庭・地域の連携

◎各種講座・教室の開催◎各種講座・教室の開催

◎スポーツ環境の整備◎スポーツ環境の整備

◎民俗芸能等の保存・継承◎民俗芸能等の保存・継承

具体的な取り組み（抜粋）

◎農地・森林の有効活用◎農地・森林の有効活用

◎担い手の確保・育成◎担い手の確保・育成

◎町内産業の振興および企業誘致◎町内産業の振興および企業誘致

◎ 商店街等の活性化と事業継承・◎ 商店街等の活性化と事業継承・

創業支援創業支援

◎交流人口・関係人口の拡大◎交流人口・関係人口の拡大

◎住環境の整備◎住環境の整備

具体的な取り組み（抜粋）

◎ 「からだ」「こころ」「つながり」◎ 「からだ」「こころ」「つながり」

の健康の健康

◎診療所の充実◎診療所の充実

◎高齢者福祉・障がい者福祉の推進◎高齢者福祉・障がい者福祉の推進

◎地域の支援体制◎地域の支援体制

◎男女共同参画社会の推進◎男女共同参画社会の推進

◎集落対策、地域活動の支援◎集落対策、地域活動の支援

具体的な取り組み（抜粋）

◎道路除雪、住宅周りの除排雪◎道路除雪、住宅周りの除排雪

◎町公共交通の整備◎町公共交通の整備

◎デジタル変革の促進◎デジタル変革の促進

◎消防防災組織の強化◎消防防災組織の強化

◎ごみ減量と不法投棄防止の推進◎ごみ減量と不法投棄防止の推進

◎ 水道施設・下水道施設の適切な◎ 水道施設・下水道施設の適切な

維持管理維持管理

具体的な取り組み（抜粋）

みんなで取り組むこと
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